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緒　言

緒
　
言

本
書
は
『
仙
洞
句
題
五
十
首
』『
水
無
瀬
殿
恋
十
五
首
歌
合
』
の
全
注
釈
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
正
治
・
建
仁

期
に
お
け
る
歌
会
・
歌
合
は
『
新
古
今
和
歌
集
』
撰
集
の
た
め
の
重
要
な
和
歌
作
品
と
な
っ
た
が
、
そ
の
中
で
も
前
掲
の

両
歌
合
は
特
異
な
存
在
で
あ
る
。

『
仙
洞
句
題
五
十
首
』
は
、
花
月
に
関
す
る
各
二
〇
題
、
寄
物
恋
一
〇
題
か
ら
な
る
五
〇
題
。
詠
作
歌
人
は
後
鳥
羽
院

を
は
じ
め
と
す
る
六
名
、
都
合
三
〇
〇
首
。
全
て
詩
句
題
。
当
初
、
院
と
藤
原
良
経
と
の
間
で
の
企
画
で
あ
っ
た
と
こ
ろ

に
、
後
の
四
人
が
参
加
し
た
と
い
う
。
新
古
今
和
歌
集
に
は
一
二
首
が
採
入
さ
れ
る
な
ど
、
当
時
の
歌
合
と
し
て
は
異
色

の
作
品
で
あ
る
。

『
水
無
瀬
殿
恋
十
五
首
歌
合
』
も
、
歌
題
は
「
春
恋
」
を
は
じ
め
と
す
る
一
五
題
各
五
番
の
七
五
番
。
複
合
さ
れ
た
恋

題
で
、
新
古
今
和
歌
集
に
一
五
首
採
入
。
当
代
の
一
流
歌
人
が
本
歌
取
り
な
ど
を
駆
使
し
て
詠
み
、
秀
歌
が
多
い
。

い
ず
れ
も
「
題
詠
」
と
い
う
和
歌
の
営
為
に
関
し
て
言
え
ば
、
そ
れ
ま
で
の
詠
歌
方
法
を
大
き
く
発
展
さ
せ
る
画
期
的

な
作
品
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
確
で
あ
る
。
後
鳥
羽
院
の
三
度
に
わ
た
る
応
製
百
首
だ
け
で
な
く
、『
老
若
五
十
首
歌
合
』

『
若
宮
撰
歌
合
』『
水
無
瀬
桜
宮
十
五
番
歌
合
』
と
い
っ
た
数
多
の
歌
会
・
歌
合
に
代
表
さ
れ
る
歌
壇
的
催
事
に
対
す
る
影

響
も
甚
大
で
あ
る
。
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上
記
の
事
由
に
よ
っ
て
、
正
治
・
建
仁
期
の
新
古
今
前
夜
に
お
け
る
重
要
な
価
値
を
有
す
る
和
歌
作
品
と
言
え
る
が
、

同
時
に
従
来
の
良
経
家
歌
壇
を
吸
収
し
た
後
鳥
羽
院
歌
壇
は
、
建
久
期
の
『
十
題
百
首
』『
六
百
番
歌
合
』
な
ど
の
特
殊

題
を
内
包
す
る
に
留
ま
ら
ず
、
実
験
的
性
格
の
強
い
歌
会
・
歌
合
に
挑
戦
し
て
ゆ
く
。
そ
れ
の
延
長
線
上
に
『
新
古
今
和

歌
集
』
が
結
実
す
る
と
言
え
る
。

巻
末
に
そ
れ
ぞ
れ
の
解
題
を
添
え
、
初
句
索
引
を
付
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
性
に
言
及
し
た
研
究
論
文
を
掲
げ
る
こ
と

に
す
る
。

　
石
川
　
一
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